
＜おも な活動＞

・ 県民参加型の
植樹バスツアー

・ 新城設楽生態系ネッ ト
ワーク 形成フ ォ ーラ ム

・ 普及啓発イ ベント への
出展

・ 間伐材を活用し た
積み木の貸し 出し 事業

活 動 報 告

5
S h i n s h i ro  S h i t a ra

新

城

設

楽
生

態

系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協

議

会

生

態
系ネッ ト ワーク 協議

会

新

城

設

楽

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て

森
・
生
き
も
の
・
人
が

と
も
に
調
和
し
て
生
き
る

樹に触れて楽し みながら 生物多様性を学ぶ

　「 植樹では、 間伐※を 行っ た後の土地に広葉

樹を 植えています。 戦後に国策でスギなどの

針葉樹が植えら れ、 花や木の実を 食べら れな

く なっ た生き も のが畑に現れて獣害※が発生

する よう になり まし た。 花や木の実のなる 広

葉樹を植えるこ と で、 生きも のと 共存し たい。

でも木が育つには長い年月がかかり ます」（ 同）。

　 同協議会が木
も く

育
いく

と し て行っ ている 間伐材の

積み木のイ ベン ト では、 子ども たちは積み木

で遊びながら 環境の大切さ を 学んでいます。

大人も ヒ ノ キなどの香り に癒さ れるそう です。

※間伐： 健全な森にするために、 一部の弱っ た木を引

き ぬく こ と 。 間伐するこ と で木と 木の間に太陽の光

を入れたり 、 下草を増やし たり し て動物が住むこ と

ができ るよう になる。

※獣害： イ ノ シシやシカ 、 ク マ、 サルなどの野生動物

による農作物・ 樹木などへの被害

森のちから と 人の営みの調和を目指し て

　 新城設楽エリ アは豊かな森林資源に恵まれ

ていますが、 その約８ 割がスギやヒ ノ キの人

工林であり 、 林業の低迷によ り 管理の遅れて

いる と こ ろ も あり ます。 花祭り などの独自の

文化が根付く 地域である 一方で、 特に山間地

域で人口減少や少子高齢化が進んでいます。

　「 さ まざまな課題を抱えつつも 、 豊かな森林

資源を生かし て地域を活性化し たいと 考えてい

ます。 植樹やフ ォ ーラ ムの開催、 森林関係等

各種イ ベント への参加、 木の駅プロジェ ク ト ※

を 利用し た間伐材活用など活動の幅を 広げて

います」（ 功
く

刀
ぬぎ

由
ゆ

紀
き

子
こ

会長＝愛知大学名誉教授）。

※森林整備と 地域経済の活性化を 目的と し た事業。

山で放り っ ぱなし になっ ている 木（ 林地残材） を

「 木の駅」 に出荷し 、 町が元気になる 仕組み。 全

国で展開さ れている。

若者や他の協議会と のネッ ト ワーク も

広げるために

　 同協議会はメ ンバーの高齢化が進みつつあ

り 、 いかに若者に参加し ても ら う かが課題で

す。「 最近の大学生は環境に関する知識を持っ

ている ので、 ぜひ興味を 持っ たこ と に取り 組

んでみてほし いですね」（ 同）。 同協議会と 愛

知大学の学生が作成し た奥三河の自然観察ガ

イ ド マッ プ『 新城・ 設楽　 自然の世界に出か

けよう ！』 では、 学生なら ではの視点で奥三

河の生き も のや自然がいき いき と 紹介さ れて

います。 今後、 多く の若者に奥三河の自然を

知っ ても ら う ため、 こ のガイ ド マッ プ掲載地

を ネッ ト 動画で配信でき るよ う に進めていま

す。「 そし て、 他の協議会と も 交流し 、 データ

ベースで県内の情報を 共有するこ と も 必要で

はないでし ょ う か」（ 同）。

【 構成団体一覧】 2 1 団体

＜大学 １ ＞

愛知大学

＜企業等 ６ ＞

ガステッ ク サービス株式会社（ サーラ グループ）、 株式

会社システムハウスR&C、 中日本高速道路株式会社、

横浜ゴム株式会社、 合同会社新城キッ コ リ ーズ、 株式

会社ク ラ イ ム

＜NPO等 ９ ＞

NPO法人 てほへ、 NPO法人 東三河自然観察会、 NPO

法人 穂の国森林探偵事務所、 NPO法人 穂の国森づく

り の会、 NPO法人 森づく り フォーラム、 一般社団法人 

奥三河ビジョ ンフ ォ ーラ ム、 奥三河自然保護研究会、

あいちエコ ヤギネッ ト ワーク 、 奥三河の自然と 歴史に

ふれあう 会

＜行政機関 ５ ＞

新城市、 設楽町、 東栄町、 豊根村、 愛知県

地域の生態系

森林、

コ ノ ハズク

新城市、設楽町、東栄町、豊根村

新城設楽生態系ネッ ト ワーク 協議会は「 樹

を 活かす、 地域を活かす、 森のちから と 人

の営みが調和する奥三河」 をテーマに2013

年（ 平成25年）10月に設立。 21団体（ 2021年

（ 令和３ 年）４ 月現在）が、 豊かな森林資源を

生かし て活動し ています。 林業の衰退や人

口減少など課題があるなかで、 地域活性化

に向けて“市民を つなぐ ”活動を 展開し てい

ます。

協 議 会 テ ー マ

樹を 活かす、 地域を 活かす、

森のちから と 人の営みが

調和する奥三河
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